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学位授与の要件
論文内容の要旨
本論文は巨大な追波を受けて航走する船舶がしばしば陥る力学的不安定現象を理論的並びに実験的
に考究したものである。
第 l 章緒論では，まず波浪中を航走する船の運動の周波数域を船の固有運動の周波数との関連にむ
いて分類し，高周波，低周波，並進波(零周波数)の 3 領域を定義している。そして中，小型船の覆
没の最大原因とされながらその力学的機構の複雑さの故にいまだに神秘と恐怖のベールに包まれてい
るかに見える追波航走時の不安定挙動を解く端緒が並進波領域にむける船の運動の分析にあることを
推論している口
第 2 章では，試験水槽曳引車の前端近く，水面すれすれに水槽全幅にわたって設置した垂直平板の
造波現象を利用し，曳引車速度と同じ位相速度で進行する波を発生させ，この波の中に模型船を浮か
べ，波と同じ速度で航走する船に働く流体力及びこの状態からの perturbation によって発生する諸力
を測定した結果について述べている。
第 3 章では，細長体理論といわゆる Froude-Krilo妊の仮説を援用して波と並進する船に作用する流
体力を計算し，上記実験結果と定性的によい一致が得られることを示している。
第 4 章においては このようにして得られた流体力の資料をもとに，波と並進する船の前後揺 (surge) , 
横揺 (roll) ，操縦 (yaw と sway) 各運動の方程式を与えている。そして波のある場所に船がくわえ込
まれた形で並進する“波乗り"現象，それに伴って起こる舵効の減少と針路不安定，横復原力の著し
い減少と急激な転覆の可能性などが結論として示されている。
なお付録に第 2 章の水槽実験の全データが集録されている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は古来船舶覆没の最大要因と目されながら，その力学的機構の複雑さの故にほとんど未解決
であった追波航走中の船の不安定挙動の解析に重要な一歩を進めたものである。
すなわち波と船が同じ速度で進行する“並進波"状態で追j皮航走を典型化することによって流体力測
定の実験，並びに流体力の理論計算を可能ならしめ，かくして得られた流体力の資料をもとに運動方
程式による解析を行った結果，荒天下の追波航走でしばしば経験されるところの波乗り現象，舵効き
の滅失と操縦不安定，横復原力の喪失と転覆などの機構を明らかにすることができた。
従って本論文は船体運動力学の分野に重要な一歩を印すると共に，特に中，小型船の安全に関連し
て社会に貢献するところが大きい。よって博士論文として価値あるものと認める。
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